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１ 

若年層における非正規雇用から

正規雇用への移行の可能性

法政大学キャリアデザイン学部助教授上西充子

１．課題設定

正社員以外の雇用形態で働く若者が増加している。総務省統計局「労働力調

査詳細集計（平成１５年平均)」によれば在学中の者を除く１５～24歳の若者のう

ち，正規の職員・従業員の割合は男性で72.9％，女性で63.1％にすぎない''１。

その他の若者はパート・アルバイト・派遣社員・契約社員などのいわゆる非正

規雇用者である。

非正規雇用の若者を考えるにあたって重要な論点の一つが，非正規雇用から

J[現雇用への移行である。非正規雇用者の多くは，正規雇用に比べて労働条件

が悪く，雇用の継続も保障されていない。現状では，非正規雇用の形で働き続

けることは，職業キャリアの上で大きな困難に行き当たるおそれが強い。しか

し非正規雇用から正規雇用への移行がどれほど実際におこなわれているのか，

また，どのようなルートでおこなわれているのか，その実`情をとらえることは

困難である。

筆者はフリーター問題に関する先行研究をサーベイした上西（2004）におい

て，残された重要な課題の１つがフリーターからの「離脱」であると指摘し，

次の５つの論点を示しておいた｡①実態として離脱がどれほど可能であるのか。

②フリーター経験期間と離脱との関係はどうなっているのか．③フリーターか

らの離脱の道はどこにあるのか。④離脱のためには何をすれば良いのか。⑤そ

もそも「離脱」とは何か。正社員になることを「離脱」と見なして良いのか。

本稿はこの非正規雇用から正規雇用への移行の問題を１つの調査結果から考

察するものである。
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分析の対象となるのは０ｌｂ連合総合生活開発研究所が2003年７月に実施した

｢若年者の採用方法の多様化と人材育成に関するアンケート」である。この調

査は主査：佐藤博樹，委貝：小杉礼子，黒沢昌子，上西充子，佐野嘉秀，事務

局：鈴木不二－，茂呂成夫，千頭洋一のメンバーによって実施したものであり，

その結果は連合総合生活開発研究所（2004）として公表されている。この調査

は非正規雇用の若者が次の段階のキャリアへどのように移行が可能であるのか

を探るために「未経験者歓迎」求人による中途採用と「正社員登用」という２

つのルートを想定し，それぞれの方法を採用している事業所に対し，そのねら

いと実際の実施状況などを尋ねたものである。

この調査は次節に述べるように一定の条件で選ばれた事業所を対象とした調

査であり，回収されたデータ数も限られていることから，非正規雇用から正規

雇用への移行を量的に把握することはできない。しかし，上記②～⑤の論点に

ついては新たな知見を加えることができるものと考えている。

本稿の構成は下記の通り。第２節ではこの調査の方法を示した上で，結果の

概要のうち，今回のテーマにかかわる部分を紹介する。第３節と第４節では報

告書執筆後の筆者による再分析結果を示す。第３節では「未経験者歓迎」求人

によって採用された者を前職によって「正社員」「契約社員・派遣社員」「パー

ト・社会人アルバイト」にわけ，それぞれの実情を検討する。第４節では正社

員に登用された者を以前の雇用形態によって「パート・アルバイト」「契約社

員」にわけ，それぞれの実情を検討する。その｣1で第５節においてまとめを行

う。

２．調査方法と結果の概要

本節では「若年者の採川方法の多様化と人材育成に関するアンケート」の調

盃方法と結果の概要について，連合総合生活開発研究所（2004）をもとに紹介

する。

（１）調査方法

調査対象事業所は下記の３種類の求人広告から11111｣}されている。①㈱リク

ルート発行『FromAjおよび「FromA関i1Ii」誌の「ＡｔｏＮｅｘｔ」欄の求人広

告。「AtolVext」とはアルバイトから次のステップへ，という意味であり，現
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若年屑における非正規雇用から正規扉用への移行の可能性３

在社会人アルバイト（フリーター）である者でも応募できる正社員・契約社員

の求人と，「アルバイトから正社員登用あり」の求人を掲載したコーナーであ

る。②㈱リクルート発行「とらば－ゆ」および「とらぱ－ゆ関西」誌の「未経

験者歓迎」マーク付求人広告。③㈱リクルート転職情報サイト「リクナビ

NEXT」に掲載された未経験者歓迎広告。以上から抽出された3,000の事業所

に対し，2003年７月にアンケート調査票を郵送で送付し，204票を回収した。

有効回収率は6.8％である。204事業所のうち，「未経験者歓迎」の求人を行っ

ている事業所は150事業所，非正社員から正社員への登用の制度または慣行が

ある事業所は104事業所，「未経験者歓迎」求人も正社員登用も実施している事

業所は76事業所であった。また「未経験者歓迎」求人については過去1年間に

実際に採用した者について１票につき３名まで記入頂き，合計309名分のデー

タを回収し，正社員登用については過去３年間に実際に登用した者についてｌ

票につき３名まで記入頂き，合計152名分のデータを回収している。

（２）「未経験者歓迎」の中途採用募集と実際の採用状況

おおむね30歳までを想定した「未経験者歓迎」求人を行った150事業所に対

し，複数回答で求人職種を尋ねた結果では「営業職」の割合が最も高く

(46.7％)，次いで「一般事務」（27.3％)，「接客，フロント，サービススタッフ」

(140％）などとなっている。

「なぜ新規学卒者の募集や即戦力の中途採用ではなく，「未経験者歓迎」とし

た募集なのですか」と尋ねた結果によると（複数回答)，「経験者だけでなく，

より幅広い層から採用選考をおこないたいから」という回答の割合が特に高く

(76.7％)，「経験者の採用が困難」（18.7％）がそれに続いている。「未経験者歓

迎」とは言っても，どのような未経験者でも歓迎されるというわけではないこ

とがここからわかる。

実際，「未経験者歓迎」求人によって実際に過去１年間に採用した者につい

て前職の就業形態を見ると，前職が「正社員」であった者が60.2％を占め，前

職が「パート・社会人アルバイト」であった者は14.9％にとどまっている。ま

た「契約社員」であった者は8.7％，「派遺社員」であった者は4.5％である

(｢その他」1.9％，無回答9.7％)。
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つまり，「未経験者歓迎」求人は，確かに非正規雇用者にも正社員への道を

開くものではあるが，実際にはその機会をとらえることができるのは多くの場

合，正社員からの転職者なのである。また，前職と採用された職種が同系統の

職種１２１である者の割合は採川者全体で見ると36.6％，前職が「正社員」であっ

た者に限れば同系統の職種である稗のｉＩｉｌ合は44.6％となっている。

（３）非正規雇用からの正社員登用の制度と実際の登用状況

正社員登用の「制度がある」４５堆所および「ｉｌｉＩ度はないが実態として登H1す

る慣行がある」５９事業所に，そのllill度や`lH行に期待する役割を尋ねた結果（３

つまで複数選択）によれば，「優秀な非jli社Llを登)Ⅱし，その人の定着や仕事

意欲を高める」という回答の割合が特にiHj〈（79.8％)，「正社員を補充する」

(37.5％)，「正社員に登川する人材を選ぶための試用期間として」（35.6％)，

｢非正社員全体の定着や仕事意欲を商める」（31.7％）がそれに続いている。

正社員登用の候補者を選ぶ条件（複数１１］符）としては「上司による推薦があ

ること」（65.4％)，「業務成紙が基準を満たしていること」（49.0％）などの条

件があるほかに，「登用後，正社員にもとめられる勤務形態（フルタイム勤務，

シフト勤務，残業など）をこなせること」（66.3％)，「登用後，仕事内容や職

種の変更に応じられること」（41.3％）などの条件もあげられている。つまり

正社員登用をおこなう事業所にとっても，非l[社員と正社員の仕事は別のもの

と位置づけられており，単なる処遇の改禅ではないことがわかる。

実際に登用された者（登jH時に30歳以1『の者，学生アルバイトを除く）の登

用前の雇用形態を見ると，「アルバイト」（46.1％)，「契約社員」（35.5％)，

｢パート」（12.5％）となっている。幾ｌｉＩ後の職種は「店長，店長候補」（16.4％)，

｢営業職」（14.5％)，「接客，フロント，サービススタッフ」（12.5％）などであ

る。登用時の平均年齢は24.9歳であるが，登１１]時の勤続年数は半年以下が

34.3％，半年を超えて１年以下が26.3％であり，1年以内が60.6％と過半数を占

めている。登用の見極めは案外短いjO111Uでおこなわれていることがここからわ

かる。
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若年廟における非j[規屈IHから正規歴１Ｍへの移行のﾛ｢能性５

３．前職の就業形態別にみた｢未経験者歓迎｣求人による中途採用の実際

（１）データの概要

本節では実際に「未経験者歓迎」求人によって中途採用された者について前

職の就業形態別の検討を行う。調査では上述のとおり309名分のデータが|ﾛ|収

されたが，そこから前職の就業形態が「その他」「無回答」である者および

｢学校卒業後，入社までの間で何らかの仕事に従事していた期間」が０ヶ月で

ある者を除いた266名分のデータを再分析の対象とした。266名のうち，前職の

就業形態は，正社員が185名，契約社員が26名，派遣社員が１４名，パート・社

会人アルバイトが41名となっている。そこで契約社員と派遣社員を］つのグ

ループにまとめ，「【前jIiiilili社員」「【前職】契約社員・派遣社員」「【前職】

パート．社会人アルバイト」という３つのグループについて比較検討を行う。

それぞれのグループの性別および学歴別属性は図表１の通りである。

（２）前職経験の評価

中途採用された際の年齢を見ると（図表２）,「【前職】パート・社会人アル

バイト｣，「【前職】契約社員・派遣社員｣，「【前職】正社員」の順に年齢層が若

いことがわかる「【前職】パート・社会人アルバイト」の場合は，２２歳以下と

23-24歳がそれぞれ３割強を占めている。採用時の平均年齢は「【前職】正社員」

25.6歳，「【前職】契約社員・派遣社員」250歳，「【前職】パート・社会人アル

バイト」23.7歳である。

しかし学歴分布の違いもあるため，年齢だけを見るのは不適切であろう。そ

こで学校卒業後，当該事業所に入社までの間で何らかの仕事に従事していた期

図表１性別・学歴別分布

僻繼’
件数 ％ 

性別

男性 女性 無回答

学歴

中卒．

高卒

短大・

尚専.

]W[１Ｍ］ 

学校卒

大卒．

大学院

卒

無回答

合iil. 266 1000 63.5 35ｐ 1.5 28.2 21.8 49.2 ０８ 

【前職】正社Lｌ

【iii｢職】契約社員･派泄社風

【前職】パート･社会人アルバイト

185 

４０ 

４１ 

l0qO 

100LO 

lOOLO ８５３ ■■■ ３７８ ６５６ 
鋼」

４２５ 

３１．７ ２００ ■●■ ２００ ２５５ ３【ｒ１２３４ ４０３ ８０９ １３２ 
57.3 

32.5 

29.3 

1.ｌ 

ｑＯ 

ｕＯ 
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間を見ると（図表３)，「【iii職】正社員」と「【前職】契約社員・派遣社員」で

は大きな違いが見られないものの，「【前職】パート・社会人アルバイト」では

就業期間が比較的短い者の割合が大きくなっている。「【前職】パート・社会人

アルバイト」の場合には，過半数の者は就業期間が３年以内である。上西

(2004）に紹介した通り，大都市の若者を対象とした日本労働研究機櫛（2001）

の調査ではフリーターからの「離脱成功者」の半数強（51.7％）はフリーター

通算期間が１年以内であったが，今回の調査で「パート・社会人アルバイト」

から「未経験者歓迎」求人で中途採用された者の就業期間はそれよりは長めと

図表２採用時の年齢

０％２０％４０％６０％８０％１００％ 

【前職】正社員
□２０歳以下

画21-22歳

図23-24歳

■25-26歳

国27-28歳

函29-30歳

□無回答

【前職】契約社員・
派過社員

【前職】パート・
社会人アルバイト

図表３卒業後の就業機関

０％２０％ 40％６０％８０％１００％ 

【前職】正社員
□１年以下

圏３年以下

回５年以下

■７年以下

回７年超

鬮無回答

【前職】契約社員・
派避社員

【前職】パート・
社会人アルバイト

２２ 
〆

００ 

００ 
0.Ｅ 

詞蝋iil1liiiiil1iiM1iilli｛鱗■盃 !;H(１重2Ｍ
I設一......!..: iMii鱗’

０ ５” 

腿11m鍵記圓四HjPr翠Ii:iｉｌ
０ 

０ 

１ 

０ ４．９ 
m 

1４６ 1m:iMIl ､蝋ii鱗鱗1m■ 童lIiili
０ 

０ 
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なっている。しかしそれでも，前職が「正社員」や「契約社員・派遣社員」で

あった者よりは就業期間は短い。平均就業期間は「【|iii職】正社員」4.1年，

｢【前職】契約社員・派過社員」3.9年，「【前職】パート・社会人アルバイト」

3.1年である。前職が「パート・社会人アルバイト」であった場合には，「パー

ト・社会人アルバイト」としての就業を早めに切り_上げた者が中途採用の機会

をつかむことができているようだ。

言い換えれば，「パート・社会人アルバイト」としての就業経験は中途採川

に際して積極的に評価されていないことが考えられる。実際，本調査では社会

人アルバイトが働く可能性のiliiい職場としてチェーンの飲食店を想定し，「店

長代理として多数のパート等の管理・指導にあたってきた方」「店長代理とし

て多数のパート等の管理・指導にあたるとともに，店舗経営にも積極的に関

わってきた方」という２段階のキャリア類型を設けて，それぞれの人が「未経

験者歓迎」の求人職種に応募してきた場合にその職歴をどのように評価するか

詠れているが，図表４の「募集事業所全体」柵訓に示す通り，「多数のパート

等の併理・指導にあたってきた」という現場のリーダー的なキャリアのレベル

では，評Iilliは二分されており，「店舗経営にも積極的に関わってきた」という

正社員に近いキャリアを築いてきた場合にのみ，過半数の事業所が評価すると

いうlqjl答になっている。また，「卒業後，求人職種のパート・アルバイト経験

が２，３年ある方」「卒業後，求人職種での正社員経験が２，３年ある方」と

いうキャリア類型についても評llliを尋ねているが「パート・アルバイト経験」

と「i[社員経験」では評価の度合いがかなり異なっていることがわかる。ただ

し'１１じく図表４の「パート・社会人アルバイトからの採)|]事業所」欄《ｲ'に示す

ように，前職が「パート・社会人アルバイト」であった者を実際に「未経験者

歓迎」求人によって採用している事業所においては，現場のリーダー的なキャ

リアのレベルも比較的評価されているｃ

以｣二から，「パート・社会人アルバイト」としての経験はその仕瓢の内容が

かなり高度なものでない限りは「未経験者歓迎」求人一般においては積極的に

は評liliされず，「パート・社会人アルバイト」としての仕１Fを長く続けること

はi[規脈)１１への移行にとってハンディとなる可能性が尚いことがうかがわれ

る。しかし同時に，「パート・社会人アルバイト」からの採用を行っているWｉ
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業所においてはパート・社会人アルバイトとしてのキャリアの中身も評価しよ

うという姿勢がうかがわれる。

（３）評価された能力・特性と正社員としての仕事内容

次に，「未経験者歓迎」求人において採)11された者が，どのような能力・特

`性を評Iilliされて，どのような仕事に就いたのかを見てみよう。

図表４応募選考で評価する職歴

0％２０％４０％６０％８０％１００％ 

I飲食店店長代理として

パートの管理･指導経験】

(寡築車業所全翰 □高く呼値する

鬮ある程度評価する

團あまり評価しない

■肝価しない

ロ篇回答(鰯鮨M1l;W《ｲﾄ）

【飲食店店長代理として店舗

経営に関わってきた経験】

(蕊典取巣所全矧

(鰯鯖A識ﾊﾞｲﾄ）

【求人職種のパート

アルバイト経験】

(募集巾業所全㈲

(鰯鐺議欝《ｲﾄ）

【求人職種の正社員経験】

(弊無事蕊所全ｲｷ）

(鰯）鐺i鋳鳴くｲﾄ）
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若ｲｌｉ１１Ｙｉにおける非ili焼)Ii1lIからI[規)､｡)１１への移行の可能性９

採川にあたって特に評価した点を３つ選択していただいた結果をみると（図

表５)，いずれのグループにおいても「謙虚・素直である」「意欲，チャレンジ

精ﾈIllが旺盛である」という項目の;1M合が商い。「未経験者歓迎」求人において

は，新しい仕事に，謙虚に，かつ懲欲をもって取り組む姿勢が評illiされている

と考えられる。しかしより詳しく見ると，「【前職】パート・社会人アルバイト」

の場合には「謙虚・素直である」「懲欲，チャレンジ精神が旺盛である」「自分

の考えを説明できて，他人の話をよく聞ける」という，いわば「働く姿勢」に

かかわる部分が高く評価されているのに対し，「【前職】正社員」の場合には

｢謙虚・素直である」ことの評価度合いは比較的低く，「学習能力が高い」「営

業の経験があるなど，藻集している職業に関連する領域の専'１１１スキルを身につ

けている」「募集している職業に必要な知識や資格をもっている」など，「職業

能ﾉﾉ」にかかわる部分も多iHi的に評価されていることがわかる。

iMi職と現職の職秘は図表６の通りである。「【1iii職】正社員」ではiiii職が「営

業」であった者がおよそ４人に１人，現職が「営業」である者がおよそ３人に

１人と，それぞれ雌も高い割合を示している。「【1ii職】契約社ｔＬ派遣社員」

では，前職が「ＩＦ瞳・店頭販売・接客・調理」であった者が３１１}ﾘと最も高い;I;リ

合を示し，現職では「営業」が３判，「店長・1,17頭販売・接客・調理」が２割

を占めている。「【iii職】パート・社会人アルバイト」では，前職は「店長・店

頭販売・接客・調Ill1」である者が３人に２人の;ＩＨＩ合で高く，現峨でも「店長・

店頭販売・接客・調理」が３割と雌も高い割合を示し，「営業」がそれに次い

でいる。全体として見れば「未経験者歓迎」求人で採用されている者の３割強

図表５実際の採用にあたって特に評価した点（３つ複数選択）

好思１

・’１'１W，國回囮

剛！

｜畷柵仙一

学習能力が商い変化に対する適応性
が向い

小幡的なピジネスマナーを隊につけている％ 雌虚・紫肛である 意欲，チャレンジ糀神が旺盛であるｌＴスキルが商い ｎ分の必えを拠叩できて．他人の紬をよく川ける
合`1１ 266 1000 33.1 ､イ 259 ５１．５‘ａ３ 67.7 38.013.91５８ 1.1 

【IMi戦ｌｌＫ社1１

【Ⅱ戦】契約社口･派ju社1１

【iiII職]パート･社会人アルバイト

185 

4０ 

４１ 

1000 

100, 

10,0 

3： 

37.5 

29.3 

罰９

27.5 

293 

27.61‘19.2 

27.5162.5 

17」’７０．７

7０ 

】2.5

9.8 ワ］くり叩⑥勺■ロ９０８ ６６６ 
311`１ 

２２．５ 

５１．２ ６０８ ■。■・判Ｐ、Ｑ〉１Ｉ 
17.3 

15.0 

9８ ０４ １０２ 
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1０ 

は「営業」に採用されているのであるが，「【前職】パート・社会人アルバイト」

ではiii職と同様の「店長・店頭販売・接客・調理」に採)1]される者の割合の高

さが注目される。現職の業種は図表７の通りである。

それぞれのグループの者が従Jjjしている正社員としての仕事の「質」はどう

なのだろうかｃこの調森では「未経験者歓迎」求人によって採用した者につい

て，採用職種は尋ねているがff金や労働条件は熟ねていないため，その点を直

接知ることはできない。しかしこの調査では，３０歳以下の非正社員を雇用して

いる事業所（回答が得られた204事業所の63.2％にあたる129事業所）に限って

ではあるが，「30歳以下の正社貝が担当する段も高度な仕事に未経験者を配置

した場合」に仕事の習得に必要な年数を尋ねており，これが仕事の難易度を測

図表６前職と現職の職種

醜ｌｌ８５１１０Ｃ

図表７現職の業種

､、

Ⅷ 

Ⅱ:lik ％ 人馴・財務・企画・その他蛎務職、股邪筋 燃照

店長・店頭販売・接客・鋼理 藩備・技能戦・迎態 技術・椚報処卵・クリエータ 脹療・教育 その他 無回答

合iii
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7」

7.5 １戸、■◆ ４Ｉ 
ａ６ 

９Ｄ ６ ２ 

[ｉｌ職liliﾈＩ:且
Iii1職

』JL戯

185 

185 IMlIii 
8.6 

11.9 

25.41 

35.7 一ひＩ■０ ９４ １１ 
65 

5.4 ０２ ０■ ７９ ９Ｊ ４１ 
lｑ８ 

9.7 

4.9 

２２ 

[前戦】契約社Ll･派避社1１
Iiij職

BL職 ００ １４ 
00.0 

00.0 『、。、
。

■ 【■』匂■〃 、５０【Ｊ
１ 10.0 

30.0 

300 

20LＯ 

ｌａＯ 

ｌ１ｑ, 
12.5 

7.5 

2５ 

２５ 

2.5 

125 ０｛、■■ ０２ 
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若年層における非正規脈１１１から正規脈)'1への移行のTIJ能性１１

る尺度とみなすことができる。ただし，この設問における「正社員」とは，当

該事業所で雇用している30歳以下の正社員一般を指しており，「未経験者歓迎」

求人によって採用された正社員だけを指しているわけではないｃまた，１つの

事業所は「未経験者歓迎」求人についても前職が「正社員」である者，前職が

｢パート・社会人アルバイト」である者など，様々な就業形態の者を採Hjして

いる場合があるため，その意味からも，前職の就業形態別に当該事業所におけ

る「30歳以下の正社員が担当する鮫も高度な仕事」の難易度を見ることは，前

職の就業形態別の現職の仕事の難易度を示す指標としては特徴がより不鮮明に

なっている可能性が高い。

それらの制約をふまえた上で，266名のうち「30歳以下の非正社員をｉｉｉ用し

ている事業所」に採用された163名について，採用された事業所における「３０

歳以下の正社員が担当する最も高度な仕事に未経験者を配|趾した場合」に仕事

の習得に必要な年数を見ると図表８の通りとなっている。これを見ると，前職

が「正社且」であった者を採用した事業所では３年以上の習得期間が必要と回

答した事業所が46.6％と半数近く占めるが，前}IMIが「契約社且．派遣社員」で

あった者を採用したPjjL業所の場合は35.7％，iii職が「パート・社会人アルバイ

ト」であった者を採)1Ｉした事業所の場合は28.1％にすぎない。前職が「パー

ト．社会人アルバイト」であった者を採用した事業所の３分の２は，「雌も高

度な仕事」にも３年未満の習得期13jしか必要でないと見なしている。つまり，

図表８最も高度な仕事習得に必要な期間（｢未経験者歓迎」求人事業所）

0％２０％４０％６０％８０％１００％ 

【前職】正社員 □半年未満

国半年～1年未満

図１年～3年未満

■３年～5年未満

ロ５年～10年未満

園１０年以上

□無回答

【前職】契約社員・
派遣社員

【前職】パート・
社会人アルバイト
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１２ 

前職が「パート・社会人アルバイト」であった者を採)Ⅱした事業所では悲手正

社員にさほど難易度の尚〈ない仕事を判り振っていることがうかがわれるので

あるｃ

同様の傾向は30歳以下の正社貝に通常どれくらいの勤続を期待しているかと

の問いに対する１回1答からもうかがわれる。図表９に示す通り，ｉｉｉ職が「正社員」

であった者を採用した蛎業所では「10年以上（定年までを含む)」の勤続を期

待する事業所がおよそ３分の２を占めているが，前職が「パート・社会人アル

バイト」であった者を採用したり‘業所では１０年未満の勤続しか期待しない事業

所が過半数を占めている。

これらの結采から，｜ilじく「未経験打歓迎」求人によって中途採用された正

社員であっても，前峨が「jli社員」であった者を採)|IしたりI業所とIiil職が

｢パート・社会人アルバイト」であった者を採)|Iした事業所では「正社員」と

しての仕事の「賛」に違いが見られることがわかる。前職が「パート・社会人

アルバイト」であった者は，ｌ[社員となっても，よりキャリア形成の機会が限

定された仕事についていることが推測されるのである。

４．登用前の雇用形態別にみた正社員登用の実際

（１）データの概要

本節では非j[社員からilI社貝に登)'１された者について磯１１]前の雁用形態別の

図表９正社員に期待する勤続年数（｢未経験者歓迎」求人事業所）

０％２０％４０％６０％８０％１００％ 一
【前職】正社員

□３年未満

畷３年～５年未満

園５年～10年未満

■10年以上

□無回答

【前職】契約社員・
派遮社員

【前職】パート・
社会人アルバイト

-日~■
蕊一

陣jDi■－コ￣
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婿H1ﾐﾙiにおける非TE班)lll1llから112規雁)'1への侈行の､l能性1３

検討を行う。調fiffでは上述のとお'〕152名分のデータがⅢ|収されたが，登)|]iiii

の＃111'1形態別の内訳はパート19`i'i，アルバイト70名，契約社1154名，その他

９名であった。ここではパート・アルバイトから職用された89名と契約社員か

ら幾１１】された54名について，比較検討を行う。契約社員はパート・アルバイト

とは異なる仕事を行っている場合が多く，また，パート・アルバイトよりも|ﾘﾑ

定された人員が契約社員として働いている場合が多い。営業職などでは正社ｕ

として採用してきたポジションを契約社貝に切り杵えたり，112社員としての孫

)1]候補者をまず契約社貝として採１１Iしたりする例も見られる。そのため，契約

社Ｌ１から正社員への盗用とパート・アルバイトから11ﾐ社員への幾１１１は性質の異

なる掻Iljであると判断した。なお，パート・アルバイト89名のうち，男性は

562％，女性は393％，契約社、54名のうちﾘﾉ,lyl1は53.7％，女性は44.4％をlliめ

ている。

（２）登用時の属性

御'１時の年齢を兇ると（図表１０)，パート・アルバイトからの登)|]者では２４

歳までの者が過半数を占めているが契約社員からの登用者では25歳以上の肴

がおよそ３分の２をIIiめている。幾１１１時の平均ｲﾄﾞ齢はパート・アルバイトから

の蔽川者では24.2歳，契約社員からの盗用者では25.8歳である。

磯)'1時の勤続年数を見ると（図表11)，パート・アルバイトからの登用肴で

は１年以内の者が55.1％を占めるが，一方で２年をこえる勤続年数の者も

19.1％存在しており，登用に至るまでの勤続ｲﾄﾞ数は多様であることがうかがわ

れる。一方契約社１１からの篭)|)荷では半ｲ|皇を超えて1年以下に４ＷＩ弱が集'１'し

図表１０登用時の年齢

０％２０％ 40％６０％８０％１００％ 

□２０歳以下

團21-22歳
パート・

アルバイトから
重I23-24jiii

］27-28繭

契約社員から 蕊１２９－３０蔵

7.9 鑿ii鑿liiiiiill
蕊蕊劉
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１４ 

図表１１登用時の勤続年数

0％２０％４０％６０％８０％１００％ 

□３カ月以下

團半年以下

図１年以下

■１年半以下

ロ２年以下

園２年1カ月以上

□無回答

パート・

アルバイトから

契約社員から

図表１２登用前の労働時間

[X 

Ｘ 

ており，１年程度が見極めの区切りであることがうかがわれる。登用時の平均

勤続年数はパート・アルバイトからの盗用者では1.3年，契約社員からの登用

者では1.2年となっている。

登川前の労働時間を見ると（図表１２)，パート・アルバイトからの登用者で

は登１１]前の笑労働時間が正社員の所定労働時間より短い者が過半数を占めてい

るが，契約社員からの登Ｈ１者では「正社貝と同じ」者が８割を占めている。

（３）登用後の仕事内容

登川後の職柧を見ると（図表'３)，パート・アルバイトからの登用者では

｢店長・店頭販売・接群・調理」に半数弱の者が集中している。契約社貝から

の登１１１者ではｌ１ｌｉ長・店頭販売・接客・調理」に次いで「営業」の割合が渦い。

登用が行われた業種を見ると（図表'4)，パート・アルバイトからの登川者で

は４割が「小売業」「飲食業」に属している。契約社貝からの登用者では半数

強が「サービス業」に腐している。

登用後の正社員としての仕蛎の「質」は，この調査からは直接知ることはで

きない。しかし第３節（３）とli1様に当該事業所における仕事の難易度を見る

件数 船

il：社１１の所定労働IlfIⅢと比べた《fmIMIの災労IEI時iIU

正杜Llよ'）

災い

正社11と

同じ

i[：社１１より

短い
厩Ｉｉｌ 答

143１０００ 7， ２ ５ ■。 37.1 Ｕ７ 

パート･アルバイトから

契約社ｕから

8９ 

５４ '1Ｍ｜：： 
4ｑ`1 

79.6 

５１．７ 

1： 

０．０ 

１．９ 
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勝年層における非正規hlUl1から正規｝Ⅱill1への移行のiIJ能性1５

図表１３登用後の職種

XIC 

図表１４登用が行われた業種
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図表１５最も高度な仕事習得に必要な期間（正社員登用事業所）

０％２０％４０％６０％８０％１００％ 

□半年未満

圏半年～１年未満

国１年～３年未満

■３年～５年未満

回５年～10年未満

團１０年以上

□無回答

パート・

アルバイトから

契約社員から

図表１６正社員に期待する勤続年数（正社員登用事業所）

０％２０％４０％６０％８０％１００％ 
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と図表１５の通りとなっている「30歳以下の正社貝が担当する股も高度な仕事

に未経験者を配置した場合｣に必要な習得期間が３年未満と回答した事業所は，

パート・アルバイトからの登用を行った事業所では57.3％，契約社員からの登

用を行った事業所では68.5％となっている。前111の図表８と比較すると，前職

が「正社員」であった者を「未経験者歓迎」求人によって採用した事業所に比

べて，若手正社員にさほど難易度の高くない仕事を割り振っている場合が比較

的多いことがうかがわれる。また，３０歳以下の正社員に通常どれくらいの勤続

を期待しているかとの問いに対する回答を見ると（図表１６)，「１０年以上（定

年までを含む)」の勤続を期待する事業所はパート・アルバイトからの登用を

行った事業所では６割弱,契約社員からの登用を行った事業所では半数である。

５．まとめ

以上の調査結果を第１節の論点に照らし合わせてみると下記のようにまとめ

ることができよう。

第１に，非正規雇用から正規)iii用への移行の道がどこにあるのか，という論

点については，「未経験者歓迎」求人による中途採用と非正社員からの正社員

登用という２つのルートが確かにあることが認められた。ただし「未経験者歓

迎」求人による中途採用は非正規雇用者をもっぱら対象としているわけではな

く，「経験者だけでなく，より幅広い１１Wから採)'1選考を行いたいから」という

理由で「未経験者歓迎」とうたわれている点に注意が必要である。実際，採用

された者の６荊強は前IMMが「正社員」であった。しかし視点を変えれば，３割

の者は正社員以外の就業形態から正社貝に採Ⅱ)されている。「パート・社会人

アルバイト」から正社Ｌ１に採川された瀞は14.9％である。

第２に,非正規雇用の期間と正規雇用への移行の関係はどうなっているのか，

という論点については，年齢と経験年数のデータが手がかりとなる。「パー

ト・社会人アルバイト」から正社員になった者についてみると，「未経験者歓

迎」求人で中途採用された者では24歳以下が６割強を占め，正社員登用された

者では24歳以下が５割強を占めている。また「未経験者歓迎」求人で中途採用

された者では卒業後の就業年数が３年以内の者が過半数，正社員登用された者

では登用前の勤続期間が１年以内の者が過半数を占めている。東京都産業労働
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若年Iiqiにおける非正規lIliHIから]１５現雇用への移行の､｢能性１７

局（2002）では既存の調査の再分析結果と正社員登用を行っている企業に対す

るヒアリング結果から，数年のフリーター経験を経た者が同じ職場において正

社員に登用されることに可能性を見いだしていた。数年のフリーター経験を経

れば，本人の仕事に対する意識も変わり，また採用側にとっても働きぶりを具

体的に知った上で豊用できるという利点があるというわけであるＣしかし今回

の調査結果からは，ｊ}ﾐ社員登用については事業所側は「数年」を待たずにより

短期に登用者を見極めている傾向がUIjらかになった。一方Ｈ本労働研究機構

(2001）の調査ではフリーターからの離脱成功者の半数強がフリーター通算期

間が１年以内であったが，今回の調査結果では「未総験者歓迎」求人で中途採

用された者の場合は卒業後の就業年数はそれよりもやや長めである傾向が明ら

かになった。とはいえ，「未維験者歓迎」求人で中途採用される場合も，前職

が「パート．社会人アルバイト」であった者は前職が「正社員」であった者よ

りは年齢も若く，卒業後の就業年数も短い傾向が認められており，パート゛社

会人アルバイトとしての仕事は早めに切り上げた方が正規雇用への移行の道が

開かれていることは確かなようである。

第３に，非正規脈用からJ1ﾐ規雇川への移行のためには何をすればよいのか，

という論点について。今回の調査結来によればパートや社会人アルバイトの立

場で１つの職場で長く働き，現場のリーダー的な存在となることは，「未経験

者歓迎」求人によって中途採)|]を行っている馴業所においても，一般的にはそ

れほど積極的に評価されていない。ただし，実際にパート・社会人アルバイト

から中途採川を行っているZji業所においては，パート・社会人アルバイトとし

てのキャリアの中身も評価しようという姿勢がうかがわれる。また「未経験者

歓迎」求人によって中途採)1jを行っている事業所は「謙虚．素直である」「意

欲，チャレンジ精神が旺盛である」という，新しい仕事に取り組む姿勢や，

｢自分の考えを説明できて，他人の話をよく'1Mける」というコミュニケーショ

ン能力を評llliしている。一方，正社且澄用を行っている事業所が正社員登用の

候補者を選ぶときの条件には「登用後，正社貝にもとめられる勤務形態（フル

タイム勤務，シフト勤務，残業など）をこなせること」「豊川後，仕馴内容や

職種の変更に応じられること」などが含まれている。これらの結果を見ると，

パート．社会人アルバイトとして責任の軽い仕事を長くつづけてその仕事にな
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じむよりも，変化への適応`性がihjい浩いうちに，非正社員とは異なる正社貝と

しての仕事・役割を積極的に引き受けていこうとする姿勢が求められていると

言えるだろう。

第４に，移行後の正規雁用の質的な評価について。一般的に考えれば，正規

雇用のすべてが安定した良好な雁月]機会であるというわけでないし，非正規雇

用から正規耐用へと移行することが安定した良好なキャリア形成をただちに保

障するわけでもない。正規雇用の質的な分析は今回の調査からは限定的な形で

しか行えなかったが，「30歳以下の正社員が担当する最も高度な仕事」に必要

な習得期間や「30歳以下のj[社員」に期待する勤続年数などの指標からみて，

前職が「パート・社会人アルバイト」であった者を「未経験者歓迎」求人に

よって中途採用した事業所やパート・アルバイトからの正社員登１１]を行った事

業所では，若手正社員に長期勤続とそれにもとづく企業内でのキャリア形成を

必ずしも求めていないことがうかがわれる結果となった。また，パート・アル

バイトから正社員に登用された者の約半数は「店長・店頭販売・接客・調理」

の職についており，「パート・社会人アルバイト」から「未経験者歓迎」求人

によって中途採用された者でも３割が「店長・店頭販売・接客・調理」の職に

集中しているなど，今回の調査では非正規雇用の一般的な職場と移行後の正規

雇用の職場の類似性が見られた。これらの結果を見ると，正規雇用への移行は

その人のそれまでのキャリアを桁算するものではなく，やはり非正規雇用にお

けるキャリアが問われた上で正規雇Ｉ|)の階層化された労働市場に組み込まれて

いくものと考えられる。

以｣二は1つの,それも限られた回答数の調森の分析結果であるにすぎないが，

若年周における非正規扉)１１から】|ﾐ規雇)'１への移行という今日の重要な課題に新

たな知見を加えることができたと考えている。今後，別の調査によって，ある

いは若年者支援の実践現場において，検証もしくは反証が行われていくことを

期待したい。
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［注］

(1)母数はいずれも非１１４林業歴)１１打数（役員を除く）。非lE規従業Llの内訳は，

男性の場合，パート3.1％，アルバイト16.9％，派遣社員0.9％，契約社

員・嘱祇4.0％，その他2.2％，女性の｣ﾘﾙ｢合，パート１Ｌ6％，アルバイト

15.0％，派過社員Ｌ7％，契約社員・嘱託6.4％，その他2.1％となっている。

(2)同系統の職種とは，後掲の図炎６の〈〈l)方においてhilじグループに属す

る職種''１１の移1mjであることを衣している。

(3)母数は，「未経験者歓迎」求人を行った150事業所。

(4)雌激は前職が「パート・社会人アルバイト」であった者を「未維験者歓迎」

求人によってil]途採用した411｢業所。採用された者１人につき１件とカ

ウントしているため，1つの１１業所が複数回カウントされている場合があ

る。
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TheTransitionfromNonpermanentEmploymentof 

YouthtoPermanentEmployment 

MitsukoUENISm 

Thisarticlereanalyzesresultsfrｏｍａｓｕｒｖｅｙｃ〔)ｎｄｕｃｔｅｄｏｎｔｗ〔）topics：

(1)mid-careerrecruitmento［volIngworkerswith()utrelatedworkexperien‐ 

Ce，all。（２）promotionfr()ｍ、()npermaJ1entemploymenttopermanenl

employment、

Manyyoungworkersinjapanarenowworkingtlsnonpermanentempl〔〕y‐

ees､Theirmid-andl()､g‐lermcareersareamatterofsocialconcer11・The

survevsharesthec()ncerl1andIbcusedontl】etrallsitionfromnonpermanent

employmenttopermanentemployment、

Thisarticleaddresscslourissues：Ｈｏｗ。(〕、()111〕ｃｒｍａｎｅｎｔｅｍｐｌ()yees

acquirepermanentempl()yment？Ｄoesalongexperienceasanonpermal】ellt

employeecountagainslonewhel1obtainingpermanentemployment？Wha1 

aretheessenlialqualilicとllionslOrcnteringpermHlneIltemployment？IIow

desirablearethepositiollsworkersgetaspermancnlemployees？ 

ThemainfindingsareaslbIIows： 

（１）Somenonpermanelltemployeesacquirepermal1entpositi(〕ｎｓｂｖｍｉｄ‐

careerrecruitmentthatdoesnotrequirerelatedworkexperienceOther 

nonpermanentemployeesacquireapermanentpositioninthesameestablish‐ 

ｍｅｎｌｂｙｐｒｏｍｏｔｉｏｎＴｈｅｓｅｔｗｏｒｏｕｔｅｓｔopermanentemploymentdoexist． 
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（２）Morethanhalfofpart-timeyoungworkersrecruitedwithoutrelated 

woｒｋｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｈａｖｅｗｏｒｋｅｄｎｏｔｍｏｒｅｔhanthreeyearsbefore 

recruitment、Andmorethanhalfofpart-timeyoungworkerspromotedto

permanentemploymenthaveworkednotmorethanonｅｙｅａｒｉｎｔｈｅｓａｍｅ 

ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔｂｅｆorepromotiｏｎ・Ｌｏｎｇｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅａｓｎｏｎｐｅｒｍａｎｅｎｔ

ｅｍployeesmighthavecountedagainstonewhenobtainingpermanent 

employmenL 

(3)Manyemployerswhopracticemid-careerrecruitmentofyoungworkers 

withoutrelatedwDrkexperiellcedonotappraisetheirleadershipexperience 

amongpart-timeyoungworkers；ｒａｔｈｅｒｔｈｅｙａｐｐｒａｉｓｅｙｏｕｎｇｗｏｒｋｅｒｓ 

accordingtothecriteriaofhumility・motivation，andcommunicationskills、

Employerswhopromotenonpermanentemployeestoapermanentposition 

ｒｅｑｕｉｒｅｐａｒｔ－ｔｉｍｅｗｏｒｋｅｒｓｔｏａｄａｐｔｔｏｆｌｅｘｉｂｌｅｗｏｒｋｉｎｇｈｏｕｒｓａｎｄａ 

ｍｏｄｉficationoftheirjobdescription． 

(4)Part-timeyoungworkersrecruitedorpromotedtoapermanentposition 

seemtobetiedtotheirpreviouscareer・Theirnewworkplacesareoften

simiｌａｒｔｏｔｈｏｓｅｉｎｔｈｅｐａｓｔ，andmanyemployersdonotexpecttheｍｔｏ 

ｗｏｒｋｍｏｒｅｔｈａｎｔｅｎｙｅａｒｓ． 

LocalEstablishmentsinthelTIndustry：Centeringon 

CorporateExamplesinFukuokaandOita 

SｈｉｇｅｍｉＹＡＨＡＴＡ 

lllformationtechnoIogy、ｓｕｃｈａｓｔｈｅｌｎｔｅｍｅｔａｎｄｍｏｂｉｌｅｐｈｏｎｅs・has

rapidlydevelopedandexpanded､andthelTindustryhaswitnessedgrｏｗｎ 

ｒｅｍａｒｋａｂｌｅｇｒｏｗｔｈ、Ｒｅｇａｒｄｉｎｇｅｍｐｌｏｙｍｅｎｔ・informationand

communicationsisahighlypromisingsectorwhichwillcontinuetogrow,as 

arethemedicalandwelfaresectorsHowever,jobcreationintheindustryis 
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